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平成 29年度第１回 静岡市犯罪等に強いまちづくり推進審議会 会議録 

 

１ 日  時   平成 29年８月７日（月） 午後１時 30分から午後３時まで 

 

２ 場  所   葵消防署 ６階 審査会室１ 

 

３ 出 席 者   （委 員）木宮敬信委員（会長）、串原典委員 

増田育男委員、丸山恵子委員、望月雅彦委員 

（事務局）豊後市民局長、大川市民局次長、久保田参与兼生活安心安全課長、 

勝山参事兼課長補佐（防犯・交通安全係長事務取扱）、常盤副主幹、

宮崎主査、藤井主任主事、水野主事 

 

４ 傍 聴 者   なし 

 

５ 報  告 

  静岡市内の刑法犯認知件数の状況について 

 

６ 議  題 

（１）第２次静岡市犯罪等に強いまちづくり基本計画の取組状況について 

 （２）第２次静岡市犯罪等に強いまちづくり基本計画の目標値見直しについて 

 

７ 周知事項 

  再犯防止の推進に関する法律について 

 

８ 会議内容 

（１）報告 静岡市内の刑法犯認知件数の状況について 

事 務 局  【資料１～３】「静岡市内の刑法犯認知件数の状況について」説明 

木宮会長  乗り物盗の区別の結果についてですが、平成 27年は前年と比較して駿河区の自転

車盗の件数が非常に悪化しており、どのような対策が必要かといった話をしていた

かと思います。毎年、区ごとの傾向が変わっているようですが、これは駿河区の取

組みがうまくいった結果ということですか。 

事 務 局  正式な見解はないと思いますが、駿河区では、静岡南署が様々な取組みを積極的

に行っています。静岡大学と連携して自転車の施錠のキャンペーンを行ったり、振

り込め詐欺についても、相撲部屋とタイアップしたキャンペーンを実施しています。

そういった取組みの成果ではないかと考えています。 

木宮会長  平成 28年と平成 29年の上半期の振り込め詐欺の被害額や件数を見ると、件数だ

けでなく被害額が大きく増えています。特に架空請求詐欺については、件数に対し
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て被害額が非常に大きくなっています。これは普通の個人を狙った犯罪被害なので

しょうか。 

事 務 局  静岡南署管内では、一人で 5,000 万円の架空請求詐欺被害がありました。この被

害額が影響しているのではないかと思われます。 

木宮会長  被害額が大きく上がったのは、その１件が影響しているということでしょうか。

１件当たりの金額は、大きく変わらないということでしょうか。 

事 務 局  そのとおりかと思われます。 

 

（２）議事（１）「第２次静岡市犯罪等に強いまちづくり基本計画の取組み状況」について 

事 務 局  これより審議会規則に従い、会長に議事の進行をお願いします。 

木宮会長  議事（１）「第２次静岡市犯罪等に強いまちづくり基本計画の取組み状況」につい

て、事務局から説明をお願いします。 

事 務 局  【資料４～６】に基づいて説明 

望月委員  毎回、取りまとめ資料を作るのが大変なのではないかと思っています。 

資料４の達成度集計結果によると、達成度は３段階で評価するということで、Ａ

評価が 84％、Ｂ評価が３％、Ｃ評価が４％となっています。しかし、資料５の事業

実績一覧をみると、各事業によって、事業実施計画が年６回のもの、年１回のもの

など様々であり、それぞれ計画の回数をクリアすればＡ評価になっています。Ａ評

価が 84％というと見栄えはいいのですが、評価基準の設定が甘いのではないかとい

う気がしています。事業実施計画（目標値）の 80％以上達成がＡ評価となりますが、

目標が回数で定められている事業もあれば、回数の評価がなじまないとしているも

のもありますし、１回でもやればＡ評価になる事業もあったりと、バラつきが多く

なっています。事業の達成度を評価するということであれば、これだけ多くの事業

に取り組んでいるので、例えば、第三者の評価や市民アンケートにより評価する方

が、次年度以降の事業により活かせるのではないかと思います。 

また、静岡市消費生活センターには、「かいけつ！ハナミン」というキャラクター

がありますが、最近はバスくらいでしか見かけません。これは、民間企業からすれ

ば資産ですので、もっと活用すれば認知度も上がるのではないかと思います。 

事 務 局  各事業については、各課で目標を定めているので、設定方法にはバラつきがある

と思います。また、評価方法については、資料４にあるとおり、３段階での評価を

依頼しています。目標設定についてはあまり変えられないと思いますが、各事業を

取りまとめる際に、次年度に活かせるような形でまとめていくことを検討したいと

思います。 

木宮会長  各課において、それぞれの事業についてもう少し詳しく評価しているということ

はありますか。 

事 務 局  全事業について、事務事業総点検を実施しているので、その中から特に防犯の事

業を取り出してこの表にまとめているという認識です。 
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木宮会長  当初の計画どおりに実施したか、実施していないかだけの評価になってしまうと、

実施していないということは達成度が低いという話になってしまうが、事業を実施

しなくても犯罪が減るならその方がいいのだと思います。無駄なことをやらなかっ

たという評価もあり得ます。年６回実施する予定の事業が４回で済んだという見方

をすれば、良い評価になる。実施事業の内容も見ながら集約した方がよいのではな

いでしょうか。そのあたりはそれぞれの部署にも伝えて、事業内容についても、良

い取組みがあればぜひ紹介してほしいと思います。 

例えば、競輪場内における防犯啓発活動は、警察から依頼がなかったから事業実

績がないということですが、依頼がなかったから問題ないと判断してよいのか。警

察との連携がとれていないと考えることもできます。実施しなかったけれども問題

がなかったということなら、不要な事業とも言えるのではないでしょうか。事業が

これだけ多くなっているので、取捨選択も必要かもしれません。 

 

（３）議事（２）「第２次静岡市犯罪等に強いまちづくり基本計画の目標値見直し」について 

木宮会長  議事（２）「第２次静岡市犯罪等に強いまちづくり基本計画の目標値見直し」につ

いて、事務局から説明をお願いします。議事（１）と関連して、質疑応答をお願い

したいと思います。 

事 務 局  【資料７】について説明 

木宮会長  今回は２回目の見直しということですが、刑法犯認知件数が減ったことによるも

のなので、良いことというのは間違いないと思います。今回は平成 30 年に 4,100

件以下、平成 34年に 3,300件以下という目標ということで、目標設定がどうかとい

うことと、現状も踏まえて目標を達成できるかといった点について御意見をいただ

きたいと思います。刑法犯認知件数がどの程度で下げ止まるかという予測は難しい

と思いますが、刑法犯認知件数 3,300件以下という目標を、人口 1,000人当たりの

発生件数に置き換えてみると、現在、人口 1,000人当たりの発生件数が最も少ない

横浜市を上回る数値となります。 

      この新しい目標値を達成するために、現行の基本計画の中で変えていく必要があ

るような内容があれば、皆様から御意見をいただきたいと思います。 

増田委員  平成 29 年上半期の振り込め詐欺による被害額は、半年で１億円を超えています。

駿河区では、５月に 70代の女性の架空請求被害額が 5,000万という記事もありまし

た。静岡県防犯アドバイザー協会への講演依頼は、葵区や清水区からは多いが、駿

河区からの依頼はほとんどありません。清水区からの依頼は、２時間程度で寸劇も

やっています。こういった講座等に参加する高齢者は、振り込め詐欺等に遭いにく

いと思うが、講座等に参加せずに自宅に閉じこもっているような高齢者は相談する

機会が少なく、被害に遭ってしまうのではないでしょうか。静岡南署に対して、当

法人の実施事業について、宣伝に行きたいと思っています。 

串原委員  先日、清水区では、同報無線で振り込め詐欺の注意喚起を行っていて、良いこと
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をやっていると思いました。防災無線をどんどん使えば、設置した意義があると思

います。自転車盗対策として、施錠の注意についても防災無線を使ったらいいと思

います。目標値は、県に同調していくということでよいのではないかと思います。 

木宮会長  振り込め詐欺の対策を一生懸命やっても、刑法犯認知件数の減少に直接貢献する

わけではないと思います。刑法犯認知件数を減らすためには、自転車盗等を減らす

ことが大切だと思います。その一方で、犯罪被害の面では、振り込め詐欺被害対策

は、今後も高齢者が増えていくことから大きな課題です。犯罪不安ということでい

くと、身の危険や多額の金品を奪われるということの方が重要です。被害の大きな

犯罪をどう減らすか。自転車盗がいくら減っても、安心感は大きく増えないのでは

ないかと思います。 

目標値の見直しはもちろんこれでいいと思いますが、これにこだわってしまうと、

刑法犯認知件数の多いものを狙い撃ちした対策をとることになると思うので、振り

込め詐欺のような１件ごとの被害の大きいものへの対策も重要と考えます。 

      振り込め詐欺の対策は、どのような感じなのでしょうか。毎年手口が変わってい

くから対策が難しいと思います。 

増田委員  ＡＴＭからの振り込みができなくなっていることもあり、電子マネーを使った手

口やキャッシュカード受取型、首都圏まで現金を持って来させる手口が増えていま

す。金銭の受け取りを中高校生にやらせるものもあります。静岡で捕まった学生が

前日は新潟や仙台で犯行に加わっているなど、全国を飛び回っている例もあります。

社会人になる前に犯罪歴として残ってしまう等、低年齢化が問題です。 

木宮会長  効果的な対策が難しいのは確かだと思うが、対応さえきちんとしていれば、防げ

る犯罪です。 

串原委員  相手と話さない、連絡をとらないのが一番の対策だ。私は留守電に設定している

が、必要な人は留守電に入れてくれます。市でも通話録音装置等補助金制度があり

ますね。電話に出ると餌食になってしまうので、電話に出ない方法を考えた方がよ

いと思います。 

木宮会長  市の通話録音装置等補助金制度の概要は。 

事 務 局  平成 28 年度から消費者庁の補助金を活用して本市の消費生活センターで補助制

度を運用しています。平成 28年度は 105台、平成 29年度も 100台近く補助を行っ

ています。平成 30 年度は補助制度を継続する予定ですが、効果的に補助制度を運

用する方法を考えていく必要があります。市の補助金制度では、通話録音装置だけ

でなく、着信拒否装置も補助対象となっていて、こちらの評判がいいです。通話録

音想定だけを買う人もいますが、不要な電話がかかってこなくなる着信拒否装置方

が人気です。この補助金制度は効果的な事業だと思っておりますし、警察でも市の

取組みを評価してくれています。警察では、被害があった家庭等に付けたいといっ

た希望があるようです。個人情報の問題もありますので、来年度以降のテーマとし

て考えていきたいと思っています。 
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木宮会長  消費生活センターには、高齢者が被害には遭わなかったものの架空請求等の電話

が掛かってきたというような相談があるかと思います。そういった人は、詐欺のタ

ーゲットになりやすい。こうした人に補助制度を紹介する等連携できれば、必要な

ところに早く届くのではないでしょうか。予算が限られているので大変だと思いま

すが。 

事 務 局  通話録音装置等の機器は、電話機本体を買ったとしても２万円程度です。例えば、

別居している子どもが親を心配して機器を購入する、といったこともよいのではな

いかと思っています。 

木宮会長  通話録音装置等の機器は、量販店でも買えるのですか。 

事 務 局  去年より普及してきています。 

木宮会長  量販店でも父の日や母の日キャンペーンをやってくれればよいですね。 

事 務 局  この補助制度を開始する際に、消費生活センターの職員から静岡県電機商業組合

の静岡支部と清水支部や家電量販店に制度を周知し、チラシ配架や取り寄せの協力

を依頼しています。 

増田委員  振り込め詐欺被害は、高齢者に対する直接の被害というだけでなく、子どもから

は将来の相続財産が減ってしまうという観点もあります。このような観点から、子

どもが親世帯に付けてくれたらよいではないでしょうか。 

木宮会長  高齢者は、おそらく自分では付けないので、プレゼントするという観点がよいか

もしれません。高齢者の子ども世帯（40～50代）に補助制度や機器を周知して、親

に送ったらどうかと宣伝してはどうでしょうか。 

丸山委員  私たちも、自分の親がだまされるとは思っていないところがあると思います。大

丈夫だとどこかで思っている。父の日や母の日に送るものとしてＰＲしたらどうで

しょうか。自分たちが相続する財産が減るということを考えると、効果的かもしれ

ません。 

串原委員  警察ともぜひ連携していただきたいです。 

刑法犯認知件数のうち、自転車盗と窃盗の件数をみると、窃盗が少なくなってい

ます。窃盗犯には万引きも含まれていますか。 

事 務 局  窃盗犯の中に自転車盗も万引きも入っています。 

木宮会長  窃盗犯のうち、自転車盗と万引きが半数以上を占めています。これをどう減らし

ていくか。自転車には、未だに鍵を掛けない人がいます。自転車盗は、鍵を掛ける

だけで減らす余地があります。他の窃盗犯と違い、万引きの件数は検挙件数だと思

います。万引き事件は、実際にはもっと多いのではないでしょうか。 

増田委員  被害額だけでみると、万引きは振り込め詐欺の約 10倍という説もあります。お金

を持っているのに万引きする人もいます。 

事 務 局  昔は、万引きするのは学生でした。今は、お金はあるのに節約のために万引きし

てしまう人もいるようです。 

増田委員  これからは高齢者の万引きも増えてしまうのでは。それに、最近は店舗でも、万
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引き被害を届ける方向になっていると聞いている。 

事 務 局  警察でも、万引きは被害届を提出するようにという方向になっていますので、万

引きの件数が増えているということはあるかと思います。 

串原委員  買い物が終わった後に万引きしている人を見かけたこともあります。万引きは常

習的になってしまうのではないでしょうか。 

木宮会長  万引きは、今まで被害届が出ていなかったようなものも、被害届が出されるよう

になったから件数が増えている。万引きそのものの件数自体は増えていないのかも

しれない。件数が増えるのはいいことなのかもしれない。純粋に被害件数を表して

いるわけではない。そのあたりが他の犯罪の件数と大きく違うと思うので、見方を

注意しなければならないと思います。万引きそのものの件数を減らしていかなけれ

ばならない。今の計画では、この対策が若干薄いのではないでしょうか。若者向け

の対策という意味では、学校でのセミナーということでいくつか対策がありますが、

高齢者の万引きをどう減らすかということでは、現状の対策では厳しい。大店立地

法の対策で少し出てくるが、これは出店時のアドバイスに限られるはず。すでに立

地している店舗に対する働きかけをしていかなければならないのかもしれません。

新しい取組みが重要ではないでしょうか。 

串原委員  自販機ねらいは、自販機を壊すものか？ 

事 務 局  以前は、洗剤を注入して回路を壊したり、加工した韓国ウォンを使うことによる

釣銭盗がありました。今は手口が荒くなっていて、鍵を壊して開ける手口になって

います。自販機も対策が取れてきていますが、荒っぽい手口が増えています。誰も

来ないような山間地や工業団地にある自販機が狙われやすい傾向があります。 

増田委員  インターチェンジの近くで焼き破りで釣銭を奪って、すぐ逃げる手口もあります。 

事 務 局  富士署管内ですが、釣銭口に火をつけて釣銭を狙う手口が流行ったことがありま

す。火をつける手口は危ないです。 

木宮会長  平成 29年上半期は自販機ねらいも増えています。平成 28年上半期は比較的少な

くなっています。犯罪の流行ということでしょうか。 

串原委員  目標値の考え方は事務局案でよいかと思います。 

木宮会長  新しい目標に向けた取組みについては、何もしなくても刑法犯認知件数が下がっ

ていくのなら良いのですが、ここから先はそうもいかないと思います。徐々に下げ

止まっていく中で、予算もあることですし、先ほどの評価・検証方法の見直しも踏

まえて、効果的な取組みや予算配分をいずれ考えなければならないのではないでし

ょうか。今のところ順調ですし、しばらくはこのままでも良さそうですが、２～３

年後が大変そうに思います。 

木宮会長  それでは、事務局では今回出た意見等を施策に反映できるか検討し、各事業に取

り組んでいただくようお願いします。議事は以上となりますので、進行を事務局に

お返しします。 
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（４）周知事項 再犯防止の推進に関する法律について 

事 務 局  それでは、事務局から周知事項「再犯の防止の推進に関する法律について」、担当

より【資料８～９】に基づき説明します。 

事 務 局  ただいまの説明について、御意見、御質問等あればお願いいたします。 

     （意見なし） 

事 務 局  本日は長時間にわたり、熱心に御審議をいただきありがとうございました。 

次回の審議会は来年の１月頃までに開催する予定ですが、その間も委員の皆様に

は引き続き御協力をいただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

（５）閉会 


